
1.研究目的

　国際化が進み、様々な人々と関わりを持つ中

で、日本人は自国の文化を再認識する機会が必要

であると考えた。日本近代文学には外国にはない

日本ならではの表現が存在する。それを読むこと

で現代の若者に日本人としての文化を感じてほし

いと考えた。そのために若者が近代文学に触れる

機会が多くなることを目指し、若者が読み始める

最初のステップとなるような本作りを目指すこと

にした。

2.調査と分析

　若者10名（平均20歳）に日本近代文学を読まな

い理由を聞いたところ、以下の点が挙げられた。

(1)作品の言い回しが古くて理解しづらい。分から

　 ない文字を調べるのがめんどうくさい。→言葉

　 が難しくて理解できない。

(2)国語の授業で習った時につまらなかった。→面

　 白みを理解できない。

(3)本の表紙が手に取る気にさせない。→つまらな

　 そうに見える。

　このことから若者が近代文学を好まない傾向に

あることが分かった。

　若者10名に、知っている日本近代文学作家を聞

いたところ、芥川龍之介が大多数を占めた。そこ

で、その作者の読みやすい作品の「薮の中」を採

用し、上記のことをふまえ、日本近代文学の本の

編集デザインと装丁を行うことにした。

　

3.コンセプトの立案

　「想像しながら楽しめる」

　物語のイメージを膨らませながら近代文学に触

れてもらえる、書籍のデザインへ発展させる表現

を試みた。

4.デザイン展開

　「薮の中」という作品は、殺人事件に対して検

非違使（現代の警察または刑事）が目撃者や関係

者の話を聞く物語で、想像力をかき立てる作品で

ある。

　想像するためのアイディアとして、語り手を目

次で分け、この内容のイメージを膨らませやすい

ように語り手ごとに扉絵（人の顔，図2）を配置

し、人が話している様子を強調した。

　また本の中にある難しい言葉の意味を説明する

欄を設けた。

　さらにあるWebサイト※1の調査によると、若者は

表紙にイラストが入っているものほど手に取りや

すいいわゆる「ジャケ買い」傾向があることが分

かった。そこで、表紙を若者が手に取りやすいも

のにした。

　現代の若者は横組みの文字に慣れ親しんでいる

ためか、縦組みよりも横組みが読みやすいという

人が多く存在することがわかった。しかし、そこ

はあえて縦組みを採用し、日本文ならではのもの

とするなどの工夫をした。

5.完成図

6.結論

　若者10名にデザインした本を読んでもらったと

ころ、読みやくて面白いと答えてくれた。若者に

日本近代文学を読ませるきっかけになる本作りと

しては、親しみを持っていただけたようで、問題

を解決したからこそ、興味を引くことができ、知

識を与えることができたと思う。また、若者が内

容を理解できたことで、読む楽しさを感じること

ができ、イメージを膨らませながら読み進めるこ

とができたようだった。
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男の通う路から隔たった藪の中、

胸もとを刺された男の死骸が見つかった。

殺したのは誰なのか。

広辞苑より

やぶ 【藪】

①雑草 ・ 雑木などの密林している所。

②竹の林。 たけやぶ。

③藪医者の略。

④「やぶにらみ」 の略

⑤蕎麦（ソバ）屋の一系統。また、藪蕎麦の略。

やぶ - の - なか 【藪の中】

関係者の言うことが食い違っていて、 真相が

分からないこと。
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図1 表紙 図2 扉絵


